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士
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と
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想定されている ク
し
た
。
瞬
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
（
認
）
が
殺
害
さ
れ
た
「
逗
子
ス
ト
ー
た
加
害
者
と
被
害
者
の
特
徴
に
つ
い
め
て
高
い
」
は
さ
ら
に
少
な
い
１
．
受
診
な
ど
を
勧
め
る
こ
と
も
検
討
し

が
切
り
替
わ
り
、
「
危
険
度
判
定
結
カ
ー
殺
人
事
件
」
で
、
女
性
を
殺
害
て
、
「
よ
く
当
て
は
ま
る
」
「
た
ま
に
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
か
な
り
の
「
危
て
い
る
と
さ
れ
る
。
医
師
や
心
理
士

果
」
の
見
出
し
の
下
に
、
大
き
く
強
し
た
後
に
自
殺
し
た
と
さ
れ
る
元
交
当
て
は
ま
る
」
「
当
て
は
ま
ら
な
い
」
険
信
号
」
と
考
え
ら
れ
る
。
危
険
度
な
ど
も
加
わ
る
「
男
女
問
題
解
決
支

調
さ
れ
た
次
の
５
文
字
が
現
れ
た
。
際
相
手
だ
。
な
ど
の
五
つ
か
ら
近
い
も
の
を
選
ぶ
。
は
回
答
の
組
み
合
わ
せ
で
算
定
す
る
援
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
を
つ
く
り
、

「
極
め
て
高
い
」
全
国
に
あ
ま
た
あ
る
ス
ト
ー
ヵ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
中
心
と
な
っ
た
た
め
、
単
純
に
「
当
て
は
ま
る
」
の
そ
こ
が
関
係
者
に
接
触
す
る
。
た
だ
、

今
年
１
月
の
こ
と
だ
。
や
家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
被
害
の
訴
福
井
さ
ん
に
よ
る
と
、
最
新
版
で
は
、
数
に
比
例
し
な
い
と
い
う
。
こ
の
取
り
組
み
を
め
ぐ
っ
て
は
、
判

「
も
し
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
間
に
合
え
。
そ
の
深
刻
さ
を
見
極
め
、
効
果
「
侮
辱
さ
れ
た
こ
と
を
根
に
も
つ
」
「
被
害
妄
想
や
虚
偽
の
訴
え
も
、
ほ
定
結
果
な
ど
「
個
人
情
報
」
の
取
り

っ
て
い
れ
ば
…
．
：
と
残
念
に
思
い
ま
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
凶
悪
犯
罪
「
す
ぐ
声
を
荒
ら
げ
る
」
な
ど
加
害
ぽ
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
（
福
扱
い
が
問
題
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

す
」
（
福
井
さ
ん
）
を
防
げ
な
い
か
。
警
察
の
そ
ん
な
思
者
に
つ
い
て
鋤
項
目
、
「
相
手
が
悪
井
さ
ん
）
福
井
さ
ん
は
、
犯
罪
者
ら
の
精
神

判
定
し
た
の
は
「
ス
ト
ー
ヵ
ー
の
い
と
、
ス
ト
ー
ヵ
ー
や
性
犯
罪
者
ら
い
の
に
謝
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
被
害
早
け
れ
ば
今
年
４
月
か
ら
、
全
国
鑑
定
や
治
療
に
当
た
る
司
法
精
神
科

早
脂
明
子
さ
ん
は
言
．
最
初
に
こ
の
プ
め
て
高
い
」
だ
っ
た
の
だ
。

と
い
う
都
内
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
小
そ
の
結
果
が
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
一
冒
極
た
被
害
者
は
逗
子
事
件
の
女
性
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
高
危
険
度
ヶ
数
多
く
の
ス
ト
ー
ヵ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
ヶ

さ
ん
の
要
請
を
受
吟
毒
殺
害
さ
れ
た
早
雁
さ
ん
）
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神
科
医
の
福
井
裕
輝
さ
ん
は
二
次
高
校
教
諭
の
男
性
（
⑳
。
昨
年
ｎ
月
警
察
に
被
害
を
届
け
た
人
が
、
任
割
、
「
中
度
」
が
４
割
、
「
高
度
」
は
高
危
険
度
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、

へ
」
と
書
か
れ
た
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
に
神
奈
川
県
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
女
性
意
で
協
力
す
る
。
用
紙
に
列
記
さ
れ
ぐ
っ
と
減
っ
て
１
割
弱
だ
っ
た
。
「
極
「
加
害
者
」
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
の
訴
え
が
豊
過
去
最
高
の
年
２
万
件
に
迫
っ
た
。
凶
悪
事
件
を
防
ご
う
と
、

警
察
と
医
師
が
協
力
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
る
が
、
難
問
も
待
ち
構
え
る
。

こ
と
を
、
そ
う
振
り
返
る
扉

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
関
わ
っ
て
き
た
ム
の
各
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
。
る
と
、
過
去
５
年
間
で
命
を
奪
わ
れ
取
る
一
冒
保
安
処
分
」
は
日
本
で
は
で
も
危
険
度
を
評
価
し
な
い
で

ロ
グ
ラ
ム
を
「
体
験
」
し
た
と
き
の
三
事
件
前
に
）
同
じ
結
果
が
出
て
案
も
昨
年
言
４
万
３
９
５
０
件
で
過
害
を
訴
え
出
た
人
に
危
害
が
及
ば
な
応
す
る
の
が
い
い
の
か
着
そ
れ
と
も

小
早
川
さ
ん
は
一
冒
逗
子
ス
ト
ー
カ
化
す
る
な
ど
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
害
さ
れ
た
被
害
者
は
別
人
に
達
す
る
。
応
が
警
察
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
過
す
る
の
が
い
峠
の
か
。
私
は
何
も

十
数
年
に
わ
た
っ
て
千
件
以
上
の
被
害
女
性
の
身
に
な
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
去
最
局
を
更
新
し
た
。
警
察
庁
に
ょ
由
に
拘
束
な
ど
の
犯
罪
防
止
措
置
を
そ
ら
く
問
題
も
起
き
る
で
し
ょ
う
幸

銘
項
目
の
入
力
を
終
え
る
と
、
精
危
険
度
」
だ
。
対
象
は
、
都
内
の
元
だ
。

ストーカー･DV加害者の「危険度判定｣の流れ
皿鳥鵠是糾鶴目 卜

Ｉ
図危険度ランク回警察の対応

鍵蕊|加害者について ･事件化して逮捕極めて高い、
靴1A7％藤§。注目醤浴びたがる ストーカー規制法に

｡基づいて警告や禁止
命令等を出す

警
察
が
判
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
力

磯才能豊かだと思っている
一こ_侮辱されたことを根にもつ

蝿何気ない会話を楽しめない
鰯すべての行動を注意深く計画する

･専門機関を紹介
い
れ
ば
、
警
察
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
去
最
局
を
記
録
。
過
去
５
年
間
で
殺
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
高
度
な
対
危
険
度
を
判
定
し
て
効
率
的
に
対
応

し》 ｡何もしなし
溌蕊議識一

豆ちょっとしたことで声を荒らげる
(検討されているものの一部）

|被害者について
組
み
を
生
み
出
し
つ
警
察
官
は
回
答
を
パ
ソ
コ
ン
に
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
か
ら
ん
だ
殺
人
な
ど
の
重
大
事
件
加

つ
あ
る
。
入
力
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
歴
な
ど
警
察
庁
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
検
件
近
く
を
分
析
し
、
犯
人
の
う
ち
叩

カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
加
害
者
険
度
が
「
低
度
」
「
中
度
」
一
高
度
」
に
よ
れ
ば
：
事
件
化
し
て
逮
捕
」
「
ス
評
価
に
関
す
る
海
外
の
文
献
な
ど
も

と
日
々
向
き
合
い
続
者
に
関
し
て
喝
項
目
が
あ
る
瞳

”燭鋼奉””幅高危険度は１割

の
一
冒
危
険
度
判
定
」
一
冒
極
め
て
高
い
」
の
４
段
階
で
判
定
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
基
づ
い
て
警
告
参
考
に
作
り
上
げ
た
。

藤相手の話に付き合ってしまう
鹿相手が悪いのに自分が謝ってしまう ｎ

Ｉ
ｌ

そ
れ
か
震
ス
ト
ー
６
項
目
を
追
加
入
力
。
す
ぐ
に
危
討
中
で
す
」
と
口
が
重
い
。
関
係
者
人
ほ
ど
と
刑
務
所
で
面
談
。
リ
ス
ク

塵決断力が弱い
- - - - - 今 侯 一 中 一 壱 ㎡ - - ￥ 一 ■ ４ -

蘭気落ちしている人を見過ごせない 駐鶴鰯騨溌羅蕊譲蕊識蔦蕊識
※かっこ内は､試行段階で
判定された確率

香
服
真
司
田
中
将
大
套
濯
穂
希
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
、
｜
流
ア
ス
リ
ー
ト

弱
人
に
熱
く
迫
る
Ｉ

(予定されているものの-部の要旨）

察
で
昨
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
。
一
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
期
待
の
一
方
定
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
た
か
の
検

年
２
月
の
計
３
回
、
大
都
市
圏
か
ら
大
ま
か
な
指
針
は
作
成
さ
れ
て
い
る
｜
ど
れ
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
に
苦
し
め

含
め
７
人
に
上
る
。
一
方
、
Ｄ
Ｖ
事
-
ス
で
人
権
に
配
慮
し
な
が
ら
、
被
-
ス
に
皇
様
に
一
誉
広
く
薄
く
』
対

方
、
逗
子
事
件
の
被
害
女
性
が
ス
ト
で
、
懸
念
も
あ
る
。

神
奈
川
県
を
含
む
９
都
道
府
県
の
警
し
た
警
察
の
動
き
に
よ
っ
て
減
る
か
め
る
の
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
判

全
国
の
警
察
に
拡
大
し
な
が
ら
こ
と
い
う
。
だ
が
、
最
終
的
に
は
現
場
ら
れ
て
い
る
人
の
役
に
立
つ
、
と
思

あ
と
皿
日
早
け
れ
ば
、
試
行
の
対
象
が
低
い
一
冒
加
害
者
」
が
高
危
険
度
と
件
が
起
き
て
い
る
が
着
警
察
は
判
定

し
た
の
は
昨
年
４
月
上
旬
。
も
し
、
こ
と
も
あ
り
得
る
。
実
際
は
危
険
度
-
カ
ー
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
殺
人
事

は
１
万
９
９
２
０
件
に
急
増
し
、
過
は
残
る
。
危
険
度
が
高
い
こ
と
を
理
定
や
警
察
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
お

以
降
、
毎
年
１
万
件
を
突
破
。
昨
年
判
定
が
正
し
い
と
し
て
も
難
問
リ
ス
ク
が
伴
う
の
は
宿
命
で
す
。
判

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
っ
た
の
だ
。
監
視
さ
れ
る
な
ど
の
人
権
侵
害
が
起
福
井
さ
ん
は
言
う
。

-
カ
ー
被
害
を
最
後
に
警
察
に
相
談
ま
ず
、
判
定
結
果
が
正
し
く
な
い
の
今
年
２
月
に
は
震
長
野
県
で
ス
ト

に
な
っ
て
一
冒
危
険
信
号
」
が
感
知
さ
み
ら
れ
、
警
察
に
よ
っ
て
実
質
的
に
に
つ
い
て
は
語
ろ
う
と
し
な
い
。

さ
れ
る
。警察庁は昨年３月と７月、今齢癖祉愉→磁碓畔唾』零殿殿、逗子事件は最高危険度

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
し
て
き
た
。
の
警
察
官
が
判
定
を
参
考
に
し
な
い
ま
し
た
」

危
険
度
判
定
の
１
回
目
の
試
行
は
、
者
の
危
険
度
判
定
と
、
そ
れ
を
活
用
そ
も
そ
も
雲
判
定
の
正
誤
を
見
極

こ
れ
ら
の
深
刻
な
被
害
が
書
加
害
一
冒
行
き
過
ぎ
」
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
妄

ス
ト
ー
カ
…
ｉ
事
案
催
２
０
０
了
一
年
こ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
』

ム ｕ万
程
で
、
犯
罪
を
起
こ
し
て
い
な
い
人
し
な
い
よ
り
は
、
し
た
ほ
う
が
い
い

を
犯
罪
者
の
よ
う
に
扱
う
な
ど
の
と
考
え
て
い
ま
す
」

者
に
知
ら
せ
る
か
ど
う
か
を
含
め
、
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
依
頼
を
受

判
定
結
果
を
警
察
が
ど
う
活
用
す
る
け
た
。
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
Ｄ
Ｖ
が

で
正
式
導
入
さ
れ
る
。
た
だ
、
被
害
医
だ
。
３
年
前
、
国
家
公
安
委
員
会

一
冒
低
度
」
と
判
定
さ
れ
る
確
率
は
５
が
ら
対
応
を
判
断
す
る
と
い
う
。

証
も
困
難
だ
嬢
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
行
中

三
危
険
度
な
ど
の
）
一
雪
線
引
き
』
に

編
集
部
田
村
栄
治
（
写
真
も
）

●定価1,260円(税込)四六判
ｌＳＢＮ９７８-４-０２-２５１０６７-９

精神科医の福井裕輝さん。性障害
専門医療センター(SOMEC)代表
理事として､性犯罪者のカウンセリ
ングなどにあたる｡｢ストーカーに対
し医療的な支援をすることで､深刻
な事件を防げる場合が少なくありま
せん」．

３月29日(金)発売
※一部地域で発売日が異なります』

お求めは書店、- ＡＳＡＨｌ
ＡＳＡ(朝日新聞販売所)でどうぞ。朝日新聞出版
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